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1. まえがき

脳波判読は，脳病態の異常を捉えるうえで重要で
ある．安静閉眼時脳波の記録においては，安静状態
で異常が出ない場合，閃光刺激や過呼吸などの賦活
検査により異常脳波の誘発を試みる．
本研究では，過呼吸検査時における異常脳波に対

する自動検出法の開発を行った．

2. 方法

2.1 安静閉眼脳波の判読
通常，安静閉眼覚醒時脳波の記録は数十分程度で

あり，脳波判読医は脳波記録全体を通して，被検者
の脳機能状態を判読する．脳波の視察判読は背景脳
波と突発性異常脳波，閃光刺激時や過呼吸時の脳波
それぞれに対して行われ，それらを統合して脳波全
体の異常度を判定する．

2.2 過呼吸による賦活検査
過呼吸の観察事項は，背景脳波の反応および徐波

化，非対称や局所性徐波の誘発，突発性異常波の誘
発，てんかん発作の誘発，過呼吸終了後における反
応の持続が挙げられる．過呼吸は一般的に 3分間続
け，健常成人では軽度な徐波化が見られ，小児では
顕著な徐波化が見られるが，過呼吸終了後 1分以内
で元に回復する．Table 1に過呼吸時における正常脳
波と異常脳波の分類を示す．ここでは，特に徐波の
限局性に関する異常の抽出を中心に方法を開発した．
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2.3 パラメータの導出
過呼吸検査の目的と観察事項に基づいて，判定パ

ラメータと条件式を構築した．判定パラメータは，ま
ず過呼吸検査時の脳波データを 1分単位で大きく 7
区間に分け，さらに各区間を１区分５秒で細かく分
ける．各区間は，１区分５秒単位で求めたピリオド
グラムより徐波帯域の成分量の総和を計算し，過呼

吸検査前と過呼吸検査中での徐波の変化に関するパ
ラメータを求めた．

3. 結果と考察

過呼吸時脳波の自動判読結果の例を Fig. 1 (54才
男性)に示す．Fig. 1 (a)に過呼吸中の脳波時系列 8
導出を示した．この例では右半球側頭部の T4-T6，
T6-O2に過呼吸による限局性の徐波化がみられる．
Fig. 1 (b)は，上段に判定過程を示し，T4-T6，T6-
O2で徐波化有りと判定された．また下段は自動判読
報告書であり，脳波判読医による判読報告書と同等
の判定結果が得られた．
本方法を，著者等の一部が過去に開発を行った脳

波自動判読システム 1)に付加することで，記録脳波
全体のより詳細な判定が可能となり，システムの有
用性拡大が期待される．
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Fig. 1 過呼吸時脳波の自動判読結果
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